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石綿健康障害に関する当社の状況について 
 
 
当社における石綿使用に関する健康障害などの情況につきまして、現段階で把握しまし

た内容は下記のとおりです。 
 
１．過去の石綿の使用状況 
主に船舶における居住区内の断熱材をはじめ、配管用防断熱材として使用しておりま

したが、昭和６２年までに使用を停止しております。 
 
２．健康障害の状況 
石綿製品と疾病発病との因果関係は充分に解明されていませんが、以下の方々は、造船

居住区における作業や各種配管の断熱作業に従事していた職歴があり、いずれも労災認

定されています。 
 
①死亡した方 １４名  
（うち、中皮腫による死亡者 ７名、肺ガンによる死亡者 ７名） 
死亡時期：平成９年から１６年 
・玉野事業所 １２名（年齢 ５０歳代後半～８０歳代） 
・千葉事業所  １名（年齢 ６０歳代） 
・旧大阪事業所 １名（年齢 ７０歳代）※ 
※ 昭和５６年までに船舶関係事業を閉鎖、平成１１年同事業所閉鎖。 
②現在、療養中の方：５名 

 
３．その他 
これまでに、当社近隣住民の方々、当社社員（元社員を含む）およびご家族の方々に

ついての健康被害の報告はありません。 
 

以上 


